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１ 酸化プロピレン 不明 “カツオブシムシ”が再び確認された。
２ （記載なし） （記載なし） 竹は木口方向から薬剤を吹き付けないと表面からは染みこまないので虫が死なないという話を聞いた。










６ フッ化スルフリル 2007.10 規定の濃度で致死しなかったので，対策として濃度を上げて行うという話を聞いた。
７ シフェノトリン炭酸製剤 2001-2002 簡易テント使用による燻蒸後，湿気等で固まってしまった折本装の資料の中に潜んでいた虫（成虫，幼虫）が死んでいなかった。
















５ シフェノトリン炭酸製剤 2003頃 燻蒸中立入禁止区域内に入った別の工事業者が呼吸困難を生じた。
６ 臭化メチル・酸化エチレン混合剤 1988頃 解放直後の収蔵庫・展示室等に入り，じんましんが出た。
７ 木材保存処理剤 - 目・鼻の痛み，頭痛。
８ 酸化エチレン 2008.08 被覆燻蒸の準備に立ち会っていた学芸員が頭痛をおこした。

























17 酸化エチレン - 燻蒸後しばらくの間，目が痛くなる。
18 臭化メチル 2004まで 頭痛，吐き気。
19 スミチオン乳剤 2000末 １Ｆ飲食店床面に散布したら，７Ｆの事務室他で喉の痛み，吐き気。
20 シフェノトリン炭酸製剤？ 2008.05末 空間散布直後より，監視の方１名がアレルギー症状を発症（頭痛，目の痛み，肌の刺激と痒み）






23 ヨウ化メチル 2005or2006頃 収蔵庫燻蒸後臭いが残り，気分が悪くなった。













29 臭化メチル？ 2008.07 ずいぶん昔に燻蒸した（回数は不明）と思われる1981-1983の文書ファイルを開いて確認していたら気分が悪くなった。
30 不明 - 臭いがこもる→薬剤と関係あり？
31 酸化エチレン - 毎回ではないが，燻蒸実施後頭痛。
32 DDVP粉剤散布 2003-04夏 気分が悪くなった。
33 臭化メチル 1998以前 一部の男性職員が多量の史料用封筒に接触し続け，手に水泡ができたと発言した。ただし，多の職員には影響は確認できず。































２ DDVP樹脂蒸散剤 2002頃 収蔵庫内のスチール製棚につるしていた所がさび付いていた。
３ 臭化メチル・酸化エチレン混合剤 1991- 現在
青焼きコピーと写真などから悪臭が出た。以降燻蒸は行っていないが，
現在も臭気が残る。




６ DDVP樹脂蒸散剤 2000以前 棚板にDDVP樹脂蒸散剤のケース跡がついている。薬焼けのようなものと考える。








10 二酸化炭素 2004 収蔵庫に設置した棚の転倒防止金具が白く変色した。業者に確認したが，原因は不明。
11 シフェノトリン炭酸製剤 1992-1993頃 展示室内の黒色の展示台に霧状の斑点が残った。
12 シフェノトリン炭酸製剤 1997 展示ケース内金属塗装面の光沢が失われた。
13 DDVP樹脂蒸散剤 - 展示ケース内に設置しているが，ケース内の鉄板やビスなどが錆びてしまった。
14 臭化メチル・酸化エチレン混合剤 2001.08 異臭が作品についていつまでも残留していた。






17 エタノール - 施設壁面結露によるカビ処理の時，壁の塗装がはげて白くなった。










21 シフェノトリン炭酸製剤 1999.5 展示台等に薬品が付着。ガラス・アクリルがくもる。拭き掃除を行うことになった。










24 ヨウ化メチル - 銅製品の腐食が進んだ。
25 DDVP樹脂蒸散剤 2003以前 展示室ケース内で薬剤を使用した時，薬剤の近くにあった説明板の印刷部分が変色した。
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Since the use of methyl bromide was banned at the end of 2004, various alternative methods 
have been adopted in the museum community in Japan. Such methods include non-chemical 
methods to eradicate insects, and some other kinds of fumigants. 
There have been many consultations on unsatisfactory results of efficacy, inquiries about 
usage of chemicals, and questions about concerns on human health from the museum community 
in these four years. From these situations, we thought it very important to know recent possible 
problems related to the use of various kinds of pest controlling methods in museums. 
Simple inquiry sheets were delivered to about 340 museum staff in Japan from July to 
September, 2008. The inquiry sheets consist of three categories of questions: (1) unsatisfactory 
efficacy, (2) concerns on human health, and (3) effects on objects or portable fittings. About 55 
percent of the sheets (185 answers) were sent back. 
The results clearly showed possible problems or difficulties on some pest controlling agents 
at present. The information is very important in improving the methodologies of pest control in 
museum communities in Japan.
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